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夏季のダクト送風が肥育豚の尿排浩量と
発育に及ぼす影響

設楽修本・岩本英治市

要約

夏季の鰐養環境の改善による肥育啄の尿排池量の低減と生産性の向上を毘的として，三三元雑種去

勢豚12頭を用いて，毎B8-18時まで風速 2m/秒のダクト送風による28B聞の銅養試験を実施し

た.

1 畜舎外気温が最高となった14時の時点で，送風により皮膚温が4.50C，藍腸温が1.4
0

C低下した.

2 欽水量及び、尿排出震は，碍区に悲がなかったが，増体 1kg当たりの尿排湘量は，送嵐により29

%減少した.

3 発育では:lま嵐により l日平均増体量が対照rxの767gよりも197g，館料要求率が対照慌の

3.39よりも1.16向上した.

Effects of Duct Ventilation in Summer on Urinary Excretion 

and Growth Performance in Growing Pigs 

Osamu SHIDARA and Eiji IWAMOTo 

Summary 

The influence of urinary excretion and growth performance in summer by duct ventilation 
was studied using 12 three-way crossbred pigs (LWD) during 28 days. Pigs were accommodated 
in cages for metabolism examination. The test group was sent air (2m/ sec.) by duct ventila-

tion every dayuntil 8:00帽 18:00.
(1) The skin temperature dropp巴d4.50C and rectal temperature dropped 1.40C more than the 
control group at 14:00 by duct ventilation. 

(2) Quantities of drink and urinary excretion were not different between both groups， and 
quantity of urinary excretion with gain of 1kg was decreased 29% by duct ventilation. 

(3) Dairy gain of the test group was improved 1979 and the feed conversion of the test group 

was improved 1.16. 

キーワード:肥宵豚，夏季，ダクト送風，環境混度，牒排;費量，発育

緒

ふん尿処理は養路経営上大きな問題であるとともに，

近年は周辺住民との語和を罷る意味で，特に薫要視され

てきている.ふん尿処理は，ふんの堆肥化と畜舎尿汚水

の処理に大別されるが，畜舎汚水については，処理量を

いかに減少させるかが重要となってくる. しかし，畜舎

汚水の減量化に関する報告は少なく，酒井ら 8) がウェ

ットフィーダーによる豚舎汚水の減麓化を報告している

程度である.

これに伴って尿排出量も冬季の約 2倍に増えるため 6)

汚水処理景が増加する.古くから夏季の蕗舎環境を改善

し，生産主性の向上を殴る自的でクーラ _10) ダクト送

風3・4) 井戸水とラジエターの活用 4) のほか， シャワ

_12) や床面流水4)等様々な方法が検討されてきたが，

これらは夏季の議熱対策による生産性の向上を目的とし

たものであるが，処理汚水が増加する点で水の科用は好

ましくない.

そこで，現在広く普及しているダクト送風を用いた夏

季における肥育抵の銅養環境改善が，生産性に加えて尿

排出量に及ぼす影響を明らかにする呂的で，飼養環境，

飲水量，飼料摂取量，尿排液量のほか，発育や体温等を

調査した.

日まは暑さに弱し、ため，夏季には飲水量が増加する7)

1996年 8丹30臼受理

*中央農業技術センター
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材料及び方法

供試豚

当センターで生産した三元雑麓 (LWD)去勢掠12頭

を用いた.試験開始時の平均日齢は94臼，平均体重は

43.7沌であった.

2 試験期鵠

1995年8月16Elから 9月12臼までの28El関開放式畜舎

で実施した.なお，試験関始前に 5日閣の思"致期聞を設

けた.

3 試験区分

送風包及び対照、区の 2区を設け，それぞれ 6頭ずつ

0.6X1.2mの代謝試験用ケージに収容した.送嵐区は，

謹径50cmのビニールダクトに直径約10cmの排気口を開

け，供試践が起立した状態で潤甲骨背部より 1m上から

皮騎への風速が 2m/秒となるように風量を調節し，tJj

El8時から18時まで送風した.対照、区は無送風とした.

なお，嵐速の榔定にはデジタル微風速計(チノン製)を

用いた.

4 飼養管理

給餌及び給水は毎日 9時と15時30分の 2屈に分けて行

った.飼料は子豚育成用配合館料を，不断給額となるよ

うに給与し，翌朝9時に残餌量を制定した. また，水も

自由飲水となるように給水箱に入れ，翌朝9特に残水量

を測定した.

6 舘査項目

(1 ) 供試豚

体重の慨定は，試験開始及び、終了時に行った.館料摂

取量，欽水量及び、尿排出量は毎日制定した.また，試験

開始後7日毎に 8時から19時まで 1時間間踊で，皮腐温

はデジタル放射温度計(ミノルタ製〉により肩甲骨背部

を，痘腸温は，気温が最も高くなる午後2時に水銀体温

計により測定した.合わせて，供試蕗から新鮮ふんを採

取し， 80oC24時間乾燥法によりふんの水分合震を総定し

た.

(2) 環境調査

試験期間中の毎日の畜舎内外気温をサーモレコーダ-

RT-10 (タパイエスペック製)により 1時間関舗で測定

した.また，畜舎内に平面積が126Cnfの容器を設置し，毎

日9時に 3flの水を入れ 1日の蒸数量そ 9時から24時

間後の重量差法により総定した.さらに，試験開始後7

B毎に 8時から19時まで1時間関隔で畜舎内視度をデジ

タル湿度計 (0械カスタム製)により測定した.

6 統計処理

ウィルコクソン検定を用いて有意差の検定を行った.

結果は， 5%レベルで有意とみなした.

結 巣

環境温度

試験期間中の壕境温度は 8月16日に最高気・温，畜舎

内32.90C，畜舎外35.60Cぞ記録し，以後経目的に低下し

た.試験期間中の畜舎内外気温の24時間平均値及び送風

を実施した 8~18時平均値を関 l に示した.8 ~18時平

均気温は夜間に気温が抵下する24時鵠平均気温よりも高

く，いずれも多少の増減を示しながら低下した. 8~18 

時平均気温は，試験前半では24時鵠平均気温よりも高い

傾向であったが 9月3El以降は気温の低下にともない

調者の差が小さくなる傾向であった.

2 蛮舎環境と皮腐温及び産腸j鼠

8時から19時までの皮蔚温及び畜舎環境と14時の直腸

混は 8月22尽を鴎 2に 8月29日を1Zl3に 9月5臼

を図4に示した.なお，当日の天候は 8月22日が快晴，

8見29Elが晴れのち薄曇り 9月5日が快晴であった.

閣2で，気温は畜舎外が14時に32.20C，畜舎内がl日5時に

2泊9

畜舎内2漉護度lはま，経時的に減少して14時に42%と最低にな

り，その後増加した.皮蔚温は，送風開始の8時では再

軍lこ差が認められなかったが 1時鵠後には対照、区の

34.30Cに対して送風区は26.90Cと7.40C低い値を示した.

この舘|匂は送風特鵠中継続し，畜舎外気温が32.20Cで最

高となった14時には対照区の39.0oCよりも4.50C低い34.5

oCであった. しかし，送鼠中止1時間後の19時には潤区

は近似した値となった.また，蕃舎外気温が最高となっ

た14時の直腸温は，対照、区の40.30Cに対して送風区は

1.40C低い38.90Cであった.

図3・4の各測定値の推移は関 2と詞様で，畜舎内最

高気温は図 2に比べてそれぞれ4.40C，7.10C抵く，最高
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低くなった.

3 飲水量及び牒排;世最

欽水量及び尿排出量の経白的変化を臨 5に示した.飲

水量は両区に大悲がなく，間様の推移を示しながら経臼

的に増加する傾向を示した.尿排出量も両区に大鷲はな

く，欽水量と同様に経臼的に増加する傾向を示した.

欽水量及び尿排出量の平均値を表 Iに示した.飲水量

は対照区が3，895g，送風区が3，947gで送風区がやや多

い{頃向を示したが有意差はなかった.尿排出量について

は，対照区が1，475g，送嵐芭が1，355gで，飲水量とは

逆に対照区がやや多い額向を示したが，有意差はなかっ

fこ.
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図5 飲水量と尿排出景

表 1 飲水量及び尿排地震 (g) 

増体 1kg当た

り尿排出量

区分 l日平均

飲水量

1日平均

尿排出量

対照IX 3，895士6311
) 1，475土252 1，982土1154

送風区 3，947土532 1，355二七268 1，405土 338・

注) 1)平均土標準偏差

・対照、区と 5%水準で有意差

4 発育

供試豚の発寛成績を表 2に示した.試験期間中の増体

量は，対日号、区が21.5kg，送風区が27.0kgで送風区が5.5kg

大きかった.また 1臼平均土器{本量は対照、区が767g， 

送嵐区が964gで送風区が197g有意に大きい結果であっ

fこ.

採食行動は，両誌とも主に夜間から早朝に行われてい
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表 2 発育成績

区分

対照包

送風区

開始体重 (kg)

43.0会1.81)

44.8ニt3.4

終了体重 (kg)

64.5土2.8

1日平均増体量 (g)

767こと73

1日平均館料摂取最 (kg) 飼料嬰求率

2.60土0.29 3.39::t0.25 

71.8土4.4

注)1)平均±標準偏差

・対黒I?S:と 5%水準で有意差

表3 新鮮ふんの水分含量 (%) 

産分第l掴第2回第3回第4回平均

対照区 71.6 70.3 70.5 72.6 71.3土1.81)

送鼠区 69.9 70.4 69.6 71.8 70.4土1.8

注)1)平均土標準偏差
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ン / ケ/ 組

964土94・ 2.15土0.18 2.23士0.21・

回で送風区の水分金量がfg;く，平均値においても対黒区

が71.3%，送風産が70.4%で送風区が0.9%少ない結果で

あったが，有意差はなかった.

6 潜舎内の水分蒸散量

畜舎における毎日の水分蒸散震を 1rrf当たりに換算し

た舗は，最大憶が9月68の3.4kg，最小値が 8月30日

の2.3kg，平均{直が2.9kgで，蒸散量は毎Bの気温や湿度

に伴い変動が大きく，さらに経日的には蒸散量が増加す

る傾向であった.

考察

高温環境下における豚の生理反応については，体温の

上昇，呼吸数の増加，関料摂取量の減少，発育の停滞，

欽水量の増加等が知られているし 2.5・13.I 4) 

600 700 800 900 
1臼平均i骨体設(g)

1000 1100 

本試験における防署対策としての送風の効果は，豚体

表面の空気を積極的に移動させ，熱放散を促進する作用

によるものである.本試験では，代謝試験用ケージ内の

供試諒に対して送風を行ったため，得られた結果はすべ

て送風の影響と考えられる.採は発汗能力を持たないた

め，呼吸器を介した不感蒸散が主体となる.本試験にお

いても B中すべての供試稼において熱性多呼吸が観察さ

れた.図 2に示した 8月22自における畜舎内の湿度は，

畜舎外気温が最も高い14時を底辺とするV字型を示して

おり，本試験における送風は 1日のうちで湿度が最も

抵くなる時間帯を中心に行っている.さらに，皮庖-温は

送風時間中顕著に低下している.この傾向は 8月29日

及び9月58にも認められており，送風区は不j惑蒸散が

効率的に行われたものと考えられる.

図6 I日平均増体量と 18平均館料摂取量の桔関
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図7 欽水量と尿排地量の棺関

た.試験期間中の 1日平均錦料摂取震は，対照、区が2.60

kg，き嵐区が2.15kgで対照I?S:が450g多く摂取しており，

飼料要求率は対照震が3.39，送風区が2.23となり，送風

区が有意に低い結果であった.

5 ふんの水分含量

新鮮ふんの水分含量を表3に示した. 4@]の諦査中 3

5 
また，環境温度については，肥青琢の最適温度は20~

250Cと言われている 7) 山本ら 13) は温度調整護下で44

kgの肥育膝を用いて250Cで18平均増体量890g ・飼料

饗求率2.5であったが， 270
Cでl日平均増f*量720g ・飼

料要求率3.04と低下したことから，増{本量や体温への影

響は270Cから発現するとしている.また，護家ら l!lは

40kgの肥育綜に風速 lm/秒のダクト送風を行い， 18 

平均土器体量が49g増加したとし，坂爪ら 9) は大型換気

扇を用いて 1日平均増体量が123g増加したと報告じて
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いる.

本試験においては，陸 lを見ると畜舎内 8-18時平均

気温及び蕗舎内24時間平均気温は，ほぼ8，FJ 27日以降27

。Cを下回っており 8月22日の罰 2は8-18時平均及び

24時間平均ともに270C以上の自に該当し， 8月29日の関

3及び9月5臼の図4は8-18時平均及び24時間平均と

もに270C以下の臼に該当する.この 3留を比較すると，

気温及び湿度は経日的に低下する傾向にあるが，対照、区

皮踊・揺は，気温の低下に伴う低下が認められない. しか

し，送嵐罷皮高温は対照、区との差が平均値で 8月22日

は5.50C，8月29日は6.20C， 9，FJ 5日は7.rcとなり，送

嵐により皮膚温の低下効果が増強される傾向が認められ

た.このことから，平均気温が肥育蘇の最適極度の上娘

と言われている250Cを下由った場合でも，日中の環境漉

度が高い時間帯に送風することにより，体温の放熱を促

進し，生産性の低下を抑制したものと考えられ，これが

送風院の 1El平均増体霊と飼料要求率を有意に向上させ

たものと考えれれる. しかし、気温が臨界温度を下回る

200C以下となった場合には，摂取エネルギーが体損維持

に動員されることも考えられるので，気温の低下に伴っ

て送風時間を短縮する必要があると考えられる.

送風匿における飼料の利用効率の改善による，夏季の

生産性低下の軽減に関して，関 6に1日平均増{本震と 1

百平均飼料摂取量の相鴎を示した.時限の回帰車線を比

較すると，今回代謝についての検討は行っていないもの

の，送風区の飼料利用効率が対照区よりも優れているこ

とが認められる.

飲水量と尿排池量については，ともに経日的に増加し

たが， これは供試豚の発育に伴って飲水量が増加したた

めと考えられる.関 5に示したとおり欽水量及ひ‘尿排出

はともに堅調に差がなく，ほぼ同様の動きを示してい

る.そこでデータをプールして，飲水量まと諜排出震の椙

関を図?に示した.成績は直線状に分布し，

y口 0.3757x-0.085の直線囲帰式が得られた. このこと

から，拘区とも経日的な飲水量の増加に伴って尿排出震

が増加したものと考えられる.飲水量及び、尿排樫量とも

区聞に有意、差は認められなかったものの，送風区は対照

思に比べて飲水量がやや多く，尿排出量がやや少ない結

果であった.これは，送嵐により不感蒸散が促進される

ために飲水量は増加するが，尿排池量は減少することが

考えられる. しかし，排出された新鮮ふんの水分含量に

差はなく，送風はふんの水分合議へは影響しないものと

考えられる.

送風による原排地震低減の可能性については，本試験

では 1臼平均尿排拙量に差はないものの， 1 El平均増体

震に送嵐による有意な効果が認められている.つまり，

送嵐により発青が向上する結果，肥育期間が短縮されて

飼養期間中の総尿排池量が減少する可能性が考えられる.

そこで，供試豚の増{本震と尿排池量との関係を明らかに

するために，供試豚が 1kg増体するのに伴って排出され

る成量を算出してみると，表 1のとおり対照震の1，982

gに対して，送風区は1，405gで尿排世量が有意に減少

した.このことから肥育豚へのダクト送風は発青島上に

より尿排出量を29%程度減少させる可能性が示唆された.

また，一般的な錦養管理を想定すると，気温が上昇し

湿度が低下する日中の時開帯に，豚房に直接ダクト送嵐

をした場合は， lEl1rrr当たり約 3kgの自然蒸散と合わ

せて相当量の尿汚水の蒸散が見込まれ， これによる畜舎

汚水の減少効果も期待される.

以上の結果から，肥育豚の豚体に麗接送風することに

より，増体性や肥宵効率が改善さFれるほか，尿排出量及

び、畜舎汚水量の減少の可能性が示された.今後，一般的

な肥育形態である群銅における送風の効果を検討する必

要がある.
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